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■表紙の写真説明

３月号　目 次

　２月14日、薩摩農村環境改善センタ

ーにおいて、地域高規格道路「北薩横

断道路」（さつま観音滝ＩＣ～さつま

広橋ＩＣ）の開通式典が行われまし

た。アトラクションとして、求名小学

校児童による「鷹踊り」の披露が行わ

れ式典に花を添えました。

　求名小学校では、県の無形文化財に

指定されている鷹踊りを後世に引き継

ごうと、毎年求名小学校・求名区合同

の大運動会で披露をされています。

２　第７回さつま永野
　　　　　ウォーキング大会　　

４　新地域公共交通がスタート

18　がんばれ！スポーツ少年団

８　まちのニュース

14　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

12　まちの園芸作物紹介　　

13　保健師だより　　

17　がんばれ認定農業者

15　くらしの情報

20　人・夢
　　休日在宅医・薬局

19　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

求名小学校　鷹踊り

祝儀の舞

地域高規格道路「北薩横断道路」
（さつま観音滝ＩＣ～さつま広橋ＩＣ）
　　　　　　　開通式アトラクション

２広報さつま３ 広報さつま

　
２
月
１２
日
、
永
野
地
区
で
「
結

い
の
里
第
７
回
さ
つ
ま
永
野
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
和
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら
約

９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
金
山
史
跡
や
梅
園
等
を
巡

る
６
㎞
と
８
㎞
の
コ
ー
ス
を
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。

　
永
野
区
で
は
、
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
昨
年
か
ら
打
ち
合
わ
せ

会
や
コ
ー
ス
整
備
な
ど
を
入
念
に

行
い
、
区
を
挙
げ
て
来
場
さ
れ
る

参
加
者
を
も
て
な
そ
う
と
、
こ
の

日
に
備
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
の
途
中
で
は
永
野
語
り

部
隊
（
永
野
地
区
の
小
中
学
生
）

や
金
山
公
民
会
の
方
々
に
よ
り
史

跡
の
説
明
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
人

間
田
の
神
様
の
前
で
は
珍
し
さ
か

ら
多
く
の
方
が
記
念
撮
影
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
人
気
の
「
が
ね
の
天
ぷ

ら
」
も
金
山
公
民
会
に
準
備
し
て

あ
り
、
参
加
者
の
疲
れ
を
癒
し
ま

し
た
。

　
ゴ
ー
ル
の
永
野
交
流
館
で
は
、

永
野
地
区
の
女
性
部
等
に
よ
る
豚

汁
や
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
は
永
野
地
区
の
方
々
の
心

温
ま
る
お
も
て
な
し
に
感
激
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
私
の
妻
の
祖
父
が
永
野
金
山

で
掘
削
作
業
に
従
事
し
て
い
た

と
い
う
話
を
聞
き
、
以
前
か
ら

関
心
が
あ
り
、
い
つ
か
は
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
念
願
か
な
い
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。

　
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

足
腰
に
こ
た
え
ま
し
た
が
、
地

元
を
挙
げ
た
も
て
な
し
に
大
満

足
で
す
。

　
欲
を
言
え
ば
、
も
う
少
し
早

く
参
加
し
た
か
っ
た
で
す
ね
。

　
今
回
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
こ

れ
ま
で
で
最
多
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
参
加
者
が
増
え
た
以
上
に
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
永
野
区

民
の
皆
さ
ん
が
準
備
か
ら
本
番
ま

で
一
致
団
結
し
て
進
め
て
こ
れ
た

こ
と
が
一
番
の
収
穫
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
、
週
末

は
コ
ー
ス
整
備
な
ど
に
費
や
し
、

前
日
は
丸
一
日
が
か
り
で
準
備
に

追
わ
れ
ま
し
た
が
、
各
部
門
で
皆

さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
貴
重
な
意
見

と
し
て
今
後
の
運
営
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
毎
年
同
窓
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
に
合
わ
せ
て
開
催
し
、

男
性
５
人
、
女
性
６
人
で
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
元
で
こ
の
よ
う
に
盛
大
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
運
営
の
面
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
長
く
続
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

過
去
最
高
の
参
加
者
が

　
永
野
区
を
挙
げ
た
も
て
な
し
に
大
満
足

区
民
が
一
つ
に
な
る

　
　
　
　
　
良
い
機
会
に

参
加
者
の
声

参
加
者
最
高
齢
84
歳

末
吉
郁
治
さ
ん

坂
元
敏
郎
さ
ん

東
京
都
在
住
　
74
歳

鹿
児
島
市
吉
野
町
在
住

スタッフと記念写真を撮る末吉さん(右)

スタート前に写真撮影（中段左から２人目が坂元さん） 

昭
和
28
年
永
野
中
学
校

　
　
　
卒
業
生
同
窓
会

①出発前に参加者全員で
「ガンバロー！」

②消防永野分団員

も要所で道案内

⑤今年は田の神様

も人数が増えて

パワーアップ

⑧橋脚跡地での

語り部隊に

よるガイド

⑥胡麻目坑口での

語り部隊に

よるガイド

⑩鉱業所跡での

語り部隊に

よるガイド

⑨永野交流館では

女性部による

昼食のもてなしが

③コース途中の

民家からも

手を振る姿が

④茶屋休憩所では

着物姿での

もてなし

⑦金山公民館では

「がねの天ぷら」

作りで大忙し

永野区公民館

館長 原 敬藏さん
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永野ウォーキング大会参加者の推移写真の説明

「
結
い
の
里
」
に
約
９
０
０
人
が
集
う

「
結
い
の
里
」
に
約
９
０
０
人
が
集
う

第
７
回
さ
つ
ま
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

第
７
回
さ
つ
ま
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

①②③④ ①②③④

⑩ ⑨ ⑧⑩ ⑨ ⑧

⑦ ⑥ ⑤⑦ ⑥ ⑤



川

内

川

328

267

504

504

山崎・医師会病院線

泊野・
医師会病院線

登尾線

柊野・紫尾線

佐志ニュータウン線

下湯田線

上場・大平線

上狩宿・熊田線

薩摩すこやかバス
金山コース

薩摩すこやかバス
段・薬師コース

大俣線

上下大迫線

鶴田支所●

●  薩摩支所

大口宮之城線 

空港線 

川内宮之城線

鹿児島宮之城線 

さつま町役場●

267

328

504

４広報さつま５ 広報さつま

　
地
域
の
公
共
交
通
体
系
は
、
利
用
さ
れ

る
町
民
の
方
に
と
っ
て
利
便
性
、
快
適
性

の
高
い
路
線
の
運
行
を
確
保
し
、
活
用
の

促
進
を
図
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　
本
町
で
は
、
さ
つ
ま
町
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
を
中
心
に
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
取
り
巻

く
交
通
事
情
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

一
昨
年
か
ら
本
町
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
は
、
町
内
一
斉
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
な

ど
、
地
域
に
応
じ
た
町
内
の
公
共
交
通
体

系
を
大
幅
に
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
空
バ

ス
発
生
の
解
消
を
図
り
効
率
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
運
行
便
数
も
増
便
す
る
な
ど

生
活
路
線
（
大
口
宮
之
城
線
、
空
港
線
、

鹿
児
島
宮
之
城
線
、
薩
摩
川
内
宮
之
城

線
）
等
の
乗
り
継
ぎ
時
刻
に
も
配
慮
し
た

時
刻
表
を
設
定
し
ま
す
。
医
療
機
関
と
の

連
携
、
停
留
所
の
新
設
を
行
い
、
さ
ら
に

利
便
性
を
高
め
、
持
続
可
能
な
運
行
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
な
お
、
概
ね
２
年
間
の
実
証
運
行
で
、

乗
客
数
の
把
握
や
利
用
の
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
し
て
多
く
の
ご
意
見
を
伺
い
、
今

後
の
よ
り
よ
い
運
行
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
は
、
４
路
線

で
す
。
こ
れ
ま
で
概
ね
利
用
者
の
多
か
っ

た
泊
野
線
や
み
や
ん
じ
ょ
巡
回
バ
ス
線
と

薩
摩
す
こ
や
か
線
２
系
統
を
運
行
し
ま
す
。

泊
野
医
師
会
病
院
線
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
６
便
運
行
し
、
こ
れ
ま
で
運
行

の
な
か
っ
た
浅
井
野
、
宇
都
、
梁
原
地
域

に
停
留
所
を
設
置
し
利
用
を
し
や
す
く
し

ま
す
。

　
ま
た
、
薩
摩
中
央
高
校
や
医
師
会
病
院

に
も
停
留
所
を
設
置
し
、
通
学
や
通
院
に

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
山
崎
医
師
会
病
院
線
は
、
月
・
水
・
金

曜
日
に
運
行
し
、
こ
れ
ま
で
の
み
や
ん
じ

ょ
巡
回
バ
ス
線
の
２
循
環
を
４
循
環
に
増

便
す
る
と
同
時
に
、
折
小
野
地
域
に
も
停

留
所
を
設
置
し
利
用
し
や
す
く
し
ま
す
。

　
薩
摩
す
こ
や
か
線
金
山
コ
ー
ス
、
段
・

薬
師
コ
ー
ス
も
、
月
・
水
・
金
曜
日
に
運

行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
２
往
復
の
路
線
を

４
往
復
運
行
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
通

院
や
中
心
市
街
地
へ
の
乗
り
継
ぎ
に
も
配

慮
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
生
活

路
線
と
重
複
し
て
い
た
停
留
所
は
廃
止
し
、

効
率
性
を
高
め
ま
す
。

　
な
お
、
山
崎
医
師
会
病
院
線
、
薩
摩
す

こ
や
か
線
は
１０
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
で
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
路
線
は
、
８
路
線
で
す
。

昨
年
１１
月
１
日
に
先
行
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
大
俣
線
、
上
下
大
迫
線
、
上
場
大
平
線
、

下
湯
田
線
、
佐
志
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線
に
加

え
、
登
尾
線
、
柊
野
紫
尾
線
、
上
狩
宿
熊

田
線
を
運
行
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
３
路
線
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い

た
地
域
で
す
が
、
乗
降
調
査
等
の
結
果
か

ら
、
利
便
性
を
考
慮
し
乗
合
タ
ク
シ
ー
路

線
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

登
尾
線
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
運

行
し
、
上
狩
宿
熊
田
線
は
、
火
・
木
・
土

曜
日
に
運
行
し
、
そ
れ
以
外
の
路
線
は

月
・
水
・
金
曜
日
に
運
行
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
路
線
も
、
１
日
６
便
の
運
行

で
す
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
路
線
の
た
め
予
約
を

し
な
い
と
運
行
が
さ
れ
な
い
点
で
す
。
利

用
し
た
い
便
の
１
時
間
前
に
は
、
運
行
会

社
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第

１
便
に
つ
い
て
は
、
前
日
ま
で
の
予
約
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
運
行
路
線
に
よ
っ
て
運
行
会
社

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
の
う
え

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
料
金
は
、
一
回
の
乗
車
に
つ
い
て
、
全

て
の
路
線
で
大
人
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
０
０
円
、
保
護
者
同
伴
の
場
合
の
み

乳
幼
児
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
全
て
の
路
線
を
増
便
し
た
こ
と
に
よ
り
、

生
活
路
線
と
の
乗
り
継
ぎ
も
便
利
に
な
り

ま
し
た
。
鹿
児
島
市
や
薩
摩
川
内
市
、
伊

佐
市
等
に
出
か
け
る
場
合
に
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
内
を
運
行
す
る
生
活
交
通
路

線
バ
ス
は
、
下
記
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
国
や
県
、
町
か
ら
の
補
助
金
も
含
ん

で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
大
切
な

交
通
手
段
を
存
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、

一
人
で
も
多
く
の
町
民
が
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線

乗
合
タ
ク
シ
ー
路
線

運
行
ダ
イ
ヤ
と
お
願
い

利
用
料
金

■ 新地域公共交通がスタート

平均乗車密度(人)

輸送実績(人)

区　分 20年度

39,347

32,555

15,094

1,783

4.0

36,581

31,383

14,240

1,916

3.7

30,232

30,929

13,757

2,063

3.7

30,440

31,458

14,027

2,077

3.7

21年度 22年度 23年度

経常費用(千円)

経常収入(千円)

町補助金(千円)

●大口宮之城線
系統距離　36.9ｋｍ（本町乗入分 23.4ｋｍ:63.414％）

14 195 1,190 1,785町補助金(千円)

平均乗車密度(人)

輸送実績(人)

区　分 20年度

63,632

194,583

106,983

4.2

55,542

188,008

102,880

3.9

50,732

183,966

98,005

3.8

50,116

186,471

97,796

3.8

21年度 22年度 23年度

経常費用(千円)

経常収入(千円)

●空港線
系統距離　85.4ｋｍ（本町乗入分 32.0ｋｍ:37.470％）

※経常収益が経常費用の55％を下回ると自治体の補助金が必要になる

地
域
公
共
交
通
が
ス
タ
ー
ト

新新

－ 生活路線バスへの町の補助状況 －

乗合タクシー路線

●登尾線

●柊野・紫尾線

●佐志ニュータウン線

●大俣線

●上下大迫線

●上場・大平線

●下湯田線

●上狩宿・熊田線

コミュニティバス路線

●泊野・医師会病院線

●山崎・医師会病院線

●薩摩すこやか線

　金山コース

●薩摩すこやか線

　段・薬師コース



６広報さつま７ 広報さつま

停留所名

泊野

泊野市野

高峯

学校下（平川）

一ツ木三文字

白男川三文字

浅井野公民館

宇都

日当瀬

小八重製作所前

海老川

虎居町

屋地上町

宮之城駅

薩摩中央高校

医師会病院

7:25

－

7:27

7:33

7:38

7:42

－

－

7:44

－

7:46

7:50

7:53

7:56

7:59

8:01

9:25

9:28

9:32

9:38

9:43

9:52

9:45

9:51

－

9:55

9:57

10:01

10:04

10:07

10:10

10:12

14:25

14:28

14:32

14:38

14:43

14:52

14:45

14:51

－

14:55

14:57

15:01

15:04

15:07

15:10

15:12

便　　数

① ③ ⑤

9:01

－

8:59

8:53

8:48

8:44

－

－

8:42

－

8:40

8:36

8:33

8:30

8:27

8:25

14:12

14:09

14:05

13:59

13:54

13:45

13:52

13:46

－

13:42

13:40

13:36

13:33

13:30

13:27

13:25

18:32

18:29

18:25

18:19

18:14

18:05

18:12

18:06

－

18:02

18:00

17:56

17:53

17:50

17:47

17:45

② ④ ⑥

泊
野
・
医
師
会
病
院
線
（
月
～
金
曜
日
）

登
尾
線

停留所名

登尾

大薄・小椎八重宅横

薩摩平川

甫立・外囿宅前

宮之城駅
(医師会病院・虎居町・文化センター)

宮之城駅
(医師会病院・虎居町・文化センター)

市野

坂元製作所前

湯之元（紫尾温泉）

紫尾小学校下

京塚原

7:30

7:35

7:41

7:47

7:55

7:35

7:42

7:45

7:48

7:52

8:00

10:30

10:35

10:41

10:47

10:55

10:05

10:12

10:15

10:18

10:22

10:30

14:30

14:35

14:41

14:47

14:55

15:05

15:12

15:15

15:18

15:22

15:30

便　　数

停留所名 便　　数

① ③ ⑤

10:25

10:20

10:14

10:08

10:00

10:00

9:53

9:50

9:47

9:43

9:35

14:25

14:20

14:14

14:08

14:00

15:00

14:53

14:50

14:47

14:43

14:35

17:55

17:50

17:44

17:38

17:30

18:00

17:53

17:50

17:47

17:43

17:35

② ④ ⑥

① ③ ⑤ ② ④ ⑥

柊
野
・
紫
尾
線

（
月
・
水
・
金
曜
日
）

停留所名

株の谷入口

橋掛

蕨野

熊田・黒木宅前

熊田

薩摩支所
(益崎医院～さつまクリニック前)

8:05

8:09

8:17

8:22

8:25

11:05

11:09

11:17

11:22

11:25

16:05

16:09

16:17

16:22

16:25

便　　数

便　　数

① ③ ⑤

11:00

10:56

10:48

10:43

10:40

16:00

15:56

15:48

15:43

15:40

18:00

17:56

17:48

17:43

17:40

8:30 11:30 16:30 10:35 15:35 17:35

② ④ ⑥

上
狩
宿
・
熊
田
線

停留所名

宮之城駅

町頭

ホープタウン集会所

松野本橋

山崎駅

伊勢ケ原

大長入口

山崎中学校

折小野集会所

ウッドタウン

虎居町

北薩森林管理署前

宮之城駅

8:15

8:17

8:19

8:23

8:29

8:49

8:36

8:42

9:01

9:12

9:15

9:20

9:22

便数（循環便）

①

10:15

10:17

10:19

10:23

10:29

10:49

10:36

10:42

11:01

11:12

11:15

11:20

11:22

13:15

13:17

13:19

13:23

13:29

13:49

13:36

13:42

14:01

14:12

14:15

14:20

14:22

16:15

16:17

16:19

16:23

16:29

16:49

16:36

16:42

17:01

17:12

17:15

17:20

17:22

② ③ ④

山
崎
・
医
師
会
病
院
線
（
月
・
水
・
金
曜
日
）

益嵜医院前

さつまクリニック前

大迫下

別野

益嵜医院前

園田

さつまクリニック前

さつまクリニック前

永野小学校前

上平八重

胡摩目

特産品直売所

さつまクリニック前

益嵜医院前

－

8:20

8:28

8:30

8:46

8:35

8:42

8:51

9:03

9:08

9:18

9:25

9:35

9:40

10:15

10:20

10:28

10:30

10:46

10:35

10:42

10:51

11:03

11:08

11:18

11:25

11:35

11:40

14:15

14:20

14:28

14:30

14:46

14:35

14:42

14:51

15:03

15:08

15:18

15:25

15:35

15:40

16:15

16:20

16:28

16:30

16:46

16:35

16:42

16:51

17:03

17:08

17:18

17:25

17:35

－

① ② ③ ④

停留所名 便数（往復便）

薩
摩
す
こ
や
か
バ
ス
金
山
コ
ー
ス
（
月
・
水
・
金
曜
日
）

益嵜医院前

さつまクリニック前

松八重入口

白猿棚田

さつまクリニック前

さつまクリニック前

益嵜医院前

滝の宿

段入口

薬師公民館

さつまクリニック前

益嵜医院前

－

8:15

8:23

8:29

8:53

8:43

8:48

9:04

9:18

9:29

9:50

9:55

10:10

10:15

10:23

10:29

10:53

10:43

10:48

11:04

11:18

11:29

11:50

11:55

14:10

14:15

14:23

14:29

14:53

14:43

14:48

15:04

15:18

15:29

15:50

15:55

16:10

16:15

16:23

16:29

16:53

16:43

16:48

17:04

17:18

17:29

17:50

－

停留所名 便数（往復便）

① ② ③ ④

薩
摩
す
こ
や
か
バ
ス
段
・
薬
師
コ
ー
ス
（
月
・
水
・
金
曜
日
）

上狩宿・熊田線株の谷入口

熊田・黒木宅前

橋掛

蕨野

植村 宮後熊田

平谷

上狩宿

下狩宿

橋掛中

畑井田

現王橋

下狩宿橋

上中福良

薩摩支所

狩
宿
簡
易

郵
便
局
前

益嵜医院前

さつまクリニック前

熊田公民館

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●●

●
●

●

(留意点)

乗合タクシーの予約運行会社は次のとおりです。

路線名

登尾線

柊野・紫尾線
(有)神園タクシー

(有)鶴田タクシー

宮都タクシー(株)

０９９６－５９－２１２１

０９９６－５３－１１３５

０９９６－５３－３１３１

上狩宿・熊田線、大俣線
上下大迫線、上場大平線
下湯田線

運行会社 予約先電話番号

さつま町コミュニティバス路線

さつま町乗合タクシー路線

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

●
●

● ● ● ● ● ● ● ●

●

●●●●● ●●●●●●●

市
野
入
口 大

正
橋

高
峯
下

三
腰
野

母
ケ
野

阿
弥
陀
橋
前

上
平
川

学
校
下

保
育
園
前

海
老
川

虎
居
町

西
町
入
口

西
町
公
園
前

屋
地
本
町

屋
地
仲
町

屋
地
上
町

高
峯

下中

宇都
上町

泊野
前田

天瀬

中間

一ツ木三文字

梁原研修館前

薩摩中央高校

泊野小学校前

梁原口

日当瀬

小八重製作所前

薩摩中央高校前

薩摩郡医師会病院

浅井野公民館

白男川三文字

一ツ木下

愛宕入口

宮之城駅

宮都大橋

一ツ木

泊野市野

● ●

●

さつま町役場

泊野・医師会病院線 長岡原下

登
尾
線

柊野・紫尾線

薩摩中央
高校前

坂
元
製
作
所
前

紫尾小学校下

上向三文字

市野

新改

柊野

古薗

上
町

紫尾

登尾

鹿原

大薄

大角

笹原

北原

大薄・小椎八重宅横

尾座原・有川宅前

上北原・北原宅前

笹原・杉元宅前

下手

峠

京
塚
原

上
向
上

小屋敷

柊野下

うづら

仁田原

登尾口

陣之原

尾座原

上北原

甫立口

井手原

紙漉田

種子田

虎居町

町　頭

町頭上

湯之元

門前入口

なべやま

虎居上町

薩摩平川

屋地本町

屋地仲町

屋地上町

愛
宕
入
口

宮之城駅

宮都大橋

上
京
塚
原

上
向

●●

●

●

●
●
●

●●

●

● ●

●

●●●
●

●
●

●
●
●
●●

●

●

●

●

●

●
●

●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

●
●
●

●●

●
●

●● ●

●●

●

甫立・外囿宅前 ●

●

●

さつま町役場

北薩森林管理署前

薩摩郡医師会病院虎
居
旭
町

文化センター前

佐志ニュータウン線

段入口白猿棚田

薩摩すこやか線
金山コース

薩摩すこやか線
段・薬師コース

永
野
小
学
校
前

不
堂
団
地
入
口

永
野
鉄
道
記
念
館
前

中
津
川
交
流
館
前

特
産
品
直
売
所

松八重入口

平田公民館

池山公民館

薬
師
公
民
館

白猿

新地

白猿上

火の谷

滝
の
宿

金
山
下尾

原
中

別
野
中

田
畑
下

大
迫
下

胡
摩
目

白猿下

広
橋
下

広
橋
上

さつまクリニック前

鉱業所

北方町上

新地公民館

小平八重

山峯入口永
野
支
所

上
平
八
重

簗
平

新
地

北
方

南
方

別
野

永
江

園
田

上
村

金
山

別
府
原

下
別
府

下丁場

益嵜医院前

植村

求名

畑井田

●

●

●

●

● ●

● ●
●

●

● ●

●

●

●
●

●

●●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●
●

●
●
●
●●

●

●

●

●

薩
摩
支
所

山
峯

熊
田
入
口●

●

●

●

●

※乗合タクシーの利用については、必ず予約をお願いします。

注意点

主な停留所のみ掲載しています。
ご乗車の際は、運行ルート図で停留所を
確認してご利用ください。

■ 新地域公共交通がスタート

山
崎
・
医
師
会
病
院
線

ウッドタウン

ＪＡ山崎支所

北原消防車庫

水
流
ケ
段

伊
勢
ケ
原

草
田

荒
瀬

医師会病院前

折小野入口

クオラ前

山崎中学校

角郷公民館

薩摩中央高校前 北薩森林管理署前

ホープタウン集会所

薩摩郡医師会病院

愛宕入口

上町
町頭

油田

二渡

北原

角郷

山河

虎居

宮之城駅

宮都大橋虎居旭町

虎居町

船木原

鷹の巣

下大田

山崎町

角郷下

山崎駅

大畝町

牧之峰

町頭上

屋地本町

屋地仲町

屋地上町

大長入口

松野本橋

体育館裏

折
小
野
集
会
所

折
小
野
児
童
遊
園
地

さつま町役場

ホ
ー
プ
タ
ウ
ン

●
●

●

●

●

●

●●

●

●
●●

●
●

●
●

● ● ●

●
●

●
●

● ● ● ●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●



▲

せ
り
台
に
立
っ
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

日
髙
町
長
と
永
福
組
合
長
（
大
阪
中
央
青
果
市
場
）

のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

北
薩
横
断
道
路

「
薩
摩
道
路
」
が
開
通

２
市
１
町
異
業
種
企
業
と
の
組
織
交
換
会

町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会

連
携
し
て
「
さ
つ
ま
」
を
売
り
込
め
！

京
阪
神
地
区
で

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

第
31
回
大
鹿
児
島

展
in
東
京
都

国
道
３
２
８
号
及
び
地

域
高
規
格
道
路
「
北
薩

横
断
道
路
」
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
九
州
地
方

整
備
局
へ
要
望

さ
つ
ま
町
の

　
焼
酎
を
飲
む
会

第
７
回
さ
つ
ま
町
民
大
会

つ
な
ご
う
絆
　
か
が
や
く
未
来
へ

８広報さつま９ 広報さつま

　
２
月
９
日
～
１５
日
ま
で
、
東
京

池
袋
の
東
武
百
貨
店
に
お
い
て

「
第
３１
回
大
鹿
児
島
展
」
が
開
催

さ
れ
、
本
町
か
ら
も
㈲
南
原
農
園

の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
薩

摩
西
郷
梅
生
産
組
合
（
あ
じ
・
し

そ
梅
）
、
ソ
ー
ス
工
房
エ
ン
ジ
ェ

ル
ハ
ウ
ス
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ハ

ロ
ー
さ
つ
ま
の
味
噌
、
㈲
山
口
園

の
お
茶
な
ど
５
社
が
出
店
し
ま
し

た
。

　
鹿
児
島
県
か
ら
１
２
５
社
が
参

加
し
、
９
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
、
日
髙
町
長
や
観
光
大
使
「
か

ぐ
や
姫
」
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
と
観
光
宣
伝
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
期
間
内
に
東
京
在
住
の
さ
つ

ま
町
出
身
者
も
多
数
訪
れ
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
空
港
と
北
薩
地
域
を
結

ぶ
地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断

道
路
」
の
一
部
と
な
る
「
薩
摩
道

路
」
の
さ
つ
ま
観
音
滝
IC
～
さ
つ

ま
広
橋
IC
間
・
約
２
．
５
㎞
が
今

回
開
通
し
、
２
月
１４
日
、
通
り
初

め
式
及
び
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
さ
つ
ま
広
橋
IC
で
行
わ
れ
た
通

り
初
め
式
で
は
、
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
あ
り
、
通
り
初

め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
薩
摩
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
通
式
典
が

行
わ
れ
、
工
事
経
過
の
報
告
や
、

錦
光
保
育
園
園
児
に
よ
る
和
太
鼓

と
求
名
小
学
校
児
童
に
よ
る
鷹
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
関
係

者
ら
は
、
待
ち
望
ん
で
い
た
道
路

の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
１
月
２６
日
、
鹿
児
島
市
で
「
さ

つ
ま
町
の
焼
酎
を
飲
む
会
」
が
開

催
さ
れ
、
鹿
児
島
市
さ
つ
ま
会
を

は
じ
め
市
内
在
住
の
多
く
の
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
植
園
酒
造
・
軸
屋
酒

造
・
小
牧
醸
造
の
３
社
そ
れ
ぞ
れ

の
銘
柄
の
焼
酎
が
振
る
舞
わ
れ
、

さ
つ
ま
町
の
焼
酎
を
広
く
宣
伝
で

き
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
～
７
日
、
日
髙
町
長

と
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
永
福
組
合
長

が
京
阪
神
地
区
の
青
果
市
場
で
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
本
町
産
の
農
産
物
の
大

半
が
京
阪
神
地
区
に
出
荷
さ
れ
て

お
り
「
薩
摩
の
さ
つ
ま
」
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
な
か

で
、
今
回
は
「
ト
マ
ト
」
「
い
ち

ご
」
「
キ
ン
カ
ン
」
を
主
体
に
試

食
宣
伝
と
併
せ
た
販
売
促
進
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
か
ら
「
こ
れ
か
ら

も
『
さ
つ
ま
』
の
農
産
物
を
積
極

的
に
取
り
扱
っ
て
い
き
た
い
。
併

せ
て
、
他
の
品
目
も
抱
き
合
わ
せ

て
販
売
し
て
い
き
た
い
の
で
、
ど

ん
ど
ん
生
産
し
て
京
阪
神
地
区
に

出
荷
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
う

れ
し
い
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
行
す
る

な
か
で
、
農
家
所
得
向
上
を
図
る

に
は
、
商
品
性
の
高
い
作
物
を
生

産
し
、
一
定
の
品
質
・
量
を
ま
と

め
て
、
継
続
し
て
販
売
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
町

で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
有
利
販

売
を
促
進
す
る
た
め
、
今
後
一
層
、

Ｊ
Ａ
・
生
産
者
と
連
携
し
て
「
薩

摩
の
さ
つ
ま
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
月
１０
日
、
町
も
の
づ
く
り
企

業
振
興
会
と
日
置
市
異
業
種
交
流

懇
話
会
及
び
曽
於
市
企
業
懇
話
会

と
の
意
見
交
換
会
が
本
町
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会
は
、

本
町
に
立
地
さ
れ
て
い
る
金
属
加

工
や
電
子
機
械
関
係
の
企
業
並
び

に
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
並
び

に
相
互
研
修
を
目
的
に
組
織
し
、

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
意
見
交
換
会
へ
本
町
か

ら
３３
人
が
出
席
さ
れ
、
曽
於
市
・

日
置
市
の
組
織
を
合
わ
せ
て
総
勢

５８
人
に
よ
り
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
に
先
立
ち
、
本
町

の
立
地
企
業
で
あ
る
ア
ロ
ン
電
機

㈱
及
び
㈱
秦
野
精
密
の
２
社
の
企

業
訪
問
も
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
訪
問
や
交
換
会
で
は
日
頃

関
わ
り
の
な
い
業
種
・
企
業
の
情

報
等
が
得
ら
れ
、
ま
た
交
流
が
図

ら
れ
た
こ
と
で
有
意
義
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
東

日
本
大
震
災
や
円
高
・
タ
イ
の
洪

水
被
害
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
意
見

交
換
会
を
機
に
、
今
後
企
業
間
の

交
流
が
生
ま
れ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

㈱
秦
野
精
密
で
の
企
業
訪
問
の
様
子

▲

ア
ロ
ン
電
機
㈱
で
の
企
業
訪
問
の
様
子

▲

要
望
活
動
を
行
う
日
髙
町
長

▲

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▲

　
第
７
回
さ
つ
ま
町
民
大
会
が
２

月
１９
日
、
「
つ
な
ご
う
絆
　
か
が

や
く
未
来
へ
」
を
大
会
テ
ー
マ
に

宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
紫
尾
小
学

校
児
童
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
さ
つ
ま
に

よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
町
民
憲
章
朗
読
の
あ

と
、
各
種
表
彰
式
、
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
等
の
発
表
が
行
わ
れ
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
さ
つ
ま
ふ
る

さ
と
体
験
塾
生
に
よ
る
体
験
発
表
、

生
涯
学
習
の
成
果
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

あ
き
竹
城
さ
ん
に
よ
る
「
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
、
人
生
の
た
め
に
」
と
題

し
た
記
念
講
演
は
、
い
つ
も
テ
レ

ビ
で
目
に
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ど

お
り
で
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
「
笑
う
こ
と
は
健
康

や
元
気
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ

と
や
「
希
望
を
持
っ
て
あ
き
ら
め

ず
に
強
く
生
き
よ
う
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
福
祉
団
体
に
よ

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
高
齢
者

学
級
、
生
涯
学
習
講
座
受
講
生
に

よ
る
作
品
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

 

「
ひ
と
・
自
然
　
元
気
か
が
や

く
　
さ
つ
ま
町
」
の
未
来
に
向
け
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

た
一
日
で
し
た
。

※
今
回
も
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

「
ほ
た
る
」
と
高
校
生
ク
ラ
ブ
が
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
あ
き
竹
城
さ
ん
の
講
演

▲

元
気
い
っ
ぱ
い
の
紫
尾
小
学
校

　
　
　
　
　
　
児
童
に
よ
る
合
唱

▲

昨
年
全
国
大
会
に
も
出
場
し
た

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
さ
つ
ま
に
よ
る
合
唱

▲

町内産焼酎のＰＲを行いました

東武百貨店でのＰＲの様子

　
１
月
１３
日
、
国
道
３
２
８
号
及

び
地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断

道
路
」
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
中

嶋
局
長
や
山
内
道
路
部
長
な
ど
に

対
し
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
道
３
２
８
号
に
つ
い
て
は
、

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
バ
イ
パ
ス

建
設
の
推
進
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横

断
道
路
」
に
つ
い
て
は
「
広
瀬
道

路
」
か
ら
「
泊
野
道
路
」
「
紫
尾

道
路
」
か
ら
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
間
の
早
期
整
備
を
図
る
こ
と

な
ど
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

さ
つ
ま
町
か
ら
２
０
１
２
年
シ
ー
ズ
ン
へ

女
性
の
ア
イ
デ
ア
で
大
成
功
！

第
７
回
さ
つ
ま
町
女
性
大
会

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

　
春
季
キ
ャ
ン
プ

家
族
経
営
協
定
調
印
式

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と

体
験
塾
　
冬
の
陣

親
子
で
楽
し
む

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

九
州
大
会
で
の

　
活
躍
に
期
待
！

宮
中
男
子
バ
レ
ー
部

毎
年
恒
例
の

「
宮
之
城
初
市
」

　
　
　
　
が
開
催

春
が
待
ち
遠
し
い
！

梅
の
花
咲
く
薩
摩
ツ
ア
ー

10広報さつま11 広報さつま

紫尾山頂での記念撮影

使い方について説明を受ける参加者

猿まわしも登場して会場を盛り上げます

調印式後の記念撮影

Ｕ-14クラブチャンピオンシップ県大会で優勝した宮之城中学校チーム

　
２
月
８
日
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り

館
に
お
い
て
、
農
家
の
家
族
間
で

経
営
方
針
な
ど
の
取
り
決
め
を
交

わ
す
家
族
経
営
協
定
（
新
規
協
定

締
結
農
家
１３
家
族
、
協
定
内
容
の

見
直
２
家
族
の
合
計
１５
家
族
）
の

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
関
係
者
の
立
会
い
の

も
と
、
協
定
書
に
家
族
毎
に
調
印

後
、
協
定
農
家
を
代
表
し
て
楠
木

園
洋
一
さ
ん
が
、
「
駅
伝
の
よ
う

に
家
族
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
経
営

の
永
続
性
を
計
り
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
新
規
家
族
を
加
え
町
内

の
家
族
経
営
協
定
者
数
は
７０
家
族

と
な
り
ま
し
た
が
、
認
定
農
業
者

の
う
ち
の
協
定
締
結
率
が
県
の

１７
．
８
％
に
対
し
、
本
町
は
２５
．

７
％
と
高
い
締
結
率
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
近
代
農
業
で
の
転
換

に
よ
る
経
営
向
上
へ
の
意
欲
の
表

れ
と
評
価
で
き
ま
す
。

　
１
月
２１
日
か
ら
２２
日
に
か
け
て
、

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾
　
冬
の

陣
「
乗
り
越
え
た
い
も
の
が
そ
こ

に
は
あ
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
３４
人
は
、
紫
尾

登
山
・
宿
泊
研
修
（
北
薩
広
域
公

園
内
バ
ン
ガ
ロ
ー
）
・
竹
と
ん
ぼ

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
、
柏
原
小
学
校
５
年

生
の
片
野
瑞
季
さ
ん
は
、
「
こ
の

紫
尾
登
山
で
、
仲
間
と
協
力
す
る

こ
と
・
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
・

自
然
の
厳
し
さ
を
学
び
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
真
冬

の
紫
尾
山
と
い
う
厳
し
い
自
然
に

挑
戦
し
、
乗
越
え
る
こ
と
で
、
た

く
ま
し
い
心
と
体
を
培
っ
て
く
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
家
族
が
ふ
れ
あ
う
機

会
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
「
家

庭
の
日
」
推
進
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
こ
の
事
業
を
活
用

し
親
子
で
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
用
品
を
購
入
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子

ど
も
会
、
公
民
会
等
に
無
料
で
の

貸
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

　
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
は
、

こ
の
用
具
を
活
用
し
、
役
員
等
を

対
象
に
講
習
会
を
開
催
、
ル
ー
ル

等
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
実
際
に

体
験
し
、
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　
貸
出
し
で
き
る
用
具
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ガ
ラ
ッ
キ
ー
、
エ
ア
ボ
ー
ル

ゲ
ー
ム
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
で

す
。
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
宮
之
城
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
が
、
１
月
２８
日
～
３０
日
に

行
わ
れ
た
鹿
児
島
県
中
学
校
新
人

大
会
兼
九
州
大
会
予
選
に
お
い
て
、

み
ご
と
準
優
勝
し
九
州
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
１１
月
１２
日
～
１３
日

に
行
わ
れ
た
、
Ｕ-

１４
ク
ラ
ブ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
県
大
会
１

部
）
に
お
い
て
も
優
勝
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
同
部
は
、
３
月
２７
日
か
ら
福
岡

県
で
行
わ
れ
る
「
ア
シ
ッ
ク
ス
カ

ッ
プ
九
州
中
学
選
抜
大
会
」
に
向

け
て
猛
練
習
中
で
、
大
会
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
１
月
３１
日
か
ら
２
月
２６
日
に
か

け
て
、
町
内
で
過
去
最
多
の
５
チ

ー
ム
が
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

し
た
。

　
な
か
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
京
セ
ラ

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
）
で
は
、
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
（
Ｊ
１
）
の
ほ
か
３
チ

ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
県
内

で
も
有
数
の
「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の

キ
ャ
ン
プ
地
」
と
し
て
定
着
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
各
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
に

あ
わ
せ
て
、
さ
つ
ま
あ
げ
や
い
ち

ご
、
ト
マ
ト
な
ど
を
激
励
品
と
し

て
贈
り
ま
し
た
。

　
１
月
２９
日
、
さ
つ
ま
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
第

７
回
さ
つ
ま
町
女
性
大
会
が
、

「
食
育
か
ら
　
健
康
い
き
い
き
」

を
大
会
テ
ー
マ
に
掲
げ
鶴
田
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
各
種
女
性

団
体
な
ど
か
ら
３
３
５
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
し
び
保
育
園
園
児

の
元
気
な
和
太
鼓
演
奏
で
始
ま
っ

た
後
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
レ
ポ
ー
タ
ー
柴
さ

と
み
先
生
の
「
女
性
の
ア
イ
デ
ア

で
大
成
功
！
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　
柴
さ
ん
か
ら
は
、
直
接
口
に
す

る
野
菜
果
物
な
ど
を
安
心
安
全
な

も
の
に
し
た
い
と
、
ハ
ー
ブ
・

酢
・
焼
酎
・
唐
辛
子
で
作
っ
た
防

虫
ス
プ
レ
ー
の
話
や
、
こ
れ
ま
で

取
材
さ
れ
た
中
か
ら
女
性
の
目
先

を
変
え
た
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ

ア
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
成
功
さ
れ
た

事
例
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
興
味
深
く
講
演
を
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
７
日
、
盈
進
小
学
校
前
町

道
で
宮
之
城
初
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
通
り
は
、
多
く
の
露
店
が
連
な

っ
て
お
り
、
初
市
恒
例
の
宮
之
城

人
形
の
出
店
や
、
猿
ま
わ
し
な
ど

に
よ
り
、
初
市
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
之
城
屋
地
と
虎
居
商

店
街
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
百
縁

祭
（
百
円
商
店
街
）
も
同
時
に
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
虎
居
の
商
店
街
で
は
、
『
虎
居

で
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
ト
ラ
イ
！
』
と
称
し

た
、
た
ま
ご
の
つ
か
み
取
り
大
会

や
そ
ば
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、
虎

居
の
街
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
２
月
１７
日
、
町
観
光
協
会
主
催

の
「
第
１０
回
梅
の
花
咲
く
薩
摩
ツ

ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地

よ
り
８８
人
が
参
加
し
、
中
津
川
の

梅
園
で
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
寒
さ
の
影
響
も
あ
り
梅

の
花
は
つ
ぼ
み
の
状
態
で
し
た

が
、
生
産
者
が
梅
の
管
理
方
法
な

ど
の
話
を
さ
れ
る
と
、
参
加
者
か

ら
は
「
生
産
の
難
し
さ
に
つ
い
て

理
解
で
き
た
。
一
粒
一
粒
を
大
事

に
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
で
薩
摩
西
郷
梅
の
加
工
工
程
の

見
学
や
、
観
音
滝
公
園
で
地
元
食

材
を
使
っ
た
昼
食
が
振
る
舞
わ
れ
、

素
朴
な
味
わ
い
が
大
好
評
の
様
子

で
し
た
。

　
今
年
は
、
永
野
金
山
の
橋
脚
跡

見
学
も
コ
ー
ス
に
加
え
、
金
山
公

民
会
の
方
々
が
歴
史
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

▼

Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
で
行
わ
れ
た

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
激
励
式

▼

Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
で
行
わ
れ
た

城
南
一
和
と
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
練
習
試
合

　
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
手
倉
森
誠
監

督
は
、
「
さ
つ
ま
町
は
、
２
０
０

９
年
の
Ｊ
２
優
勝
と
Ｊ
１
昇
格
、

昨
年
の
チ
ー
ム
最
高
の
４
位
と
、

げ
ん
の
い
い
場
所
で
す
。
良
い
成
績

を
収
め
る
た
め
に
精
進
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
チ

ー
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ

○
ベ
ガ
ル
タ
仙
台

　
　
　
　
　
（
Ｊ
１
）
３
回
目

○
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

　
　
　
　
　
（
Ｊ
２
）
初

○
城
南
一
和

　
（
韓
国
Ｋ
リ
ー
グ
）
４
回
目

○
カ
タ
ー
レ
富
山

　
　
　
　
　
（
Ｊ
２
）
２
回
目

■
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
愛
媛
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　
（
Ｊ
２
）
７
回
目

ソ
ン
ナ
ム
イ
ル
フ
ァ

梅園で生産者の説明を受ける参加者

▼

柴
さ
と
み
さ
ん
に
よ
る
講
演
の
様
子
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詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報
スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

スタンプシール

有効期限

平成24年３月31日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

タクシーチケット
(1,500円)
台紙２冊
と交換

新幹線
出水⇔博多
台紙18冊
と交換

新幹線
川内⇔鹿児島
台紙５冊
と交換

ゴミ袋(２袋)
台紙１冊
と交換

薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.12.16～)

＊50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が、3,150円で受診できます！
　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

鳥居石材店
さつま町虎居７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

墓　　石

納 骨 堂

石材彫刻

鳥　居　通

石
材
の
専
門
家

広
　
告

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 平 木林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

響
け
！
復
興
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
～
東
北
ま
で
届
け
　
さ
つ
ま
の
音
色
～

み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21

12広報さつま13 広報さつま

町内３中学吹奏楽部による合同演奏のステージ

表紙絵 グランプリ
南原大翔さん（求名小６年）
の作品

表紙絵 準グランプリ
牧田梨沙さん（山崎中３年）
の作品

　
１
月
２９
日
、
「
み
や
ん
じ
ょ
吹

奏
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
が
、

宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
１２
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
鶴

田
小
学
校
器
楽
部
、
盈
進
小
学
校
、

宮
之
城
中
学
校
、
鶴
田
中
学
校
、

薩
摩
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
は
じ

め
、
全
国
レ
ベ
ル
の
宮
之
城
吹
奏

楽
団
や
薩
摩
中
央
高
校
吹
奏
楽
部

と
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
吹
奏
楽

経
験
者
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、

小
学
生
か
ら
７０
歳
代
ま
で
、
幅
の

広
い
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
響
け
！
復
興
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
　
～
東
北
ま
で
届
け

さ
つ
ま
の
音
色
～
」
と
し
、
被
災

者
が
勇
気
・
元
気
を
出
せ
る
よ
う

な
曲
を
多
数
演
奏
し
ま
し
た
。

　
舞
台
や
受
付
等
の
運
営
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
ほ
た

る
」
の
メ
ン
バ
ー
に
も
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
方
々

が
関
わ
る
町
ぐ
る
み
の
行
事
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
は
、
全
員
で
唱
歌
「
ふ
る

さ
と
」
を
大
合
唱
し
、
会
場
全
体

が
ひ
と
つ
に
な
り
、
参
加
者
の
層

の
厚
さ
・
幅
の
広
さ
・
音
の
広
が

り
を
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
感
じ

つ
つ
、
１
日
も
早
い
震
災
復
興
を

願
う
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
演
者
か
ら
募
っ
た
日

用
品
を
利
用
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
を
開
催
し
、
大
好
評
の
う

ち
に
完
売
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

義
援
金
と
バ
ザ
ー
益
金
は
、
日
本

吹
奏
楽
連
盟
を
通
じ
、
東
北
吹
奏

楽
連
盟
へ
送
金
い
た
し
ま
す
。

まちの園芸作物紹介⑤

いちご

さつまの
ポテンシャルを
引き出せ！

品
種
や
特
徴

　
本
町
で
は
、
主
に
「
さ
が
ほ
の

か
」
と
「
さ
つ
ま
お
と
め
」
の
２

品
種
が
、
高
設
栽
培
と
土
耕
栽
培

の
方
法
に
よ
り
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

品
種
毎
の
面
積
割
合
は
７
対
３
く

ら
い
で
す
。

　
「
さ
が
ほ
の
か
」
の
特
徴
は
、

果
肉
が
硬
く
果
形
は
円
錐
形
で
揃

い
が
良
く
、
光
沢
が
あ
り
収
量
も

た
く
さ
ん
と
れ
ま
す
。
ま
た
、
暖

か
く
な
っ
て
く
る
と
香
り
と
甘
み

が
増
す
品
種
で
す
。

　
「
さ
つ
ま
お
と
め
」
は
、
果
実

は
硬
く
長
円
錐
形
で
か
な
り
大
き

く
、
光
沢
が
あ
り
食
味
は
非
常
に

良
い
で
す
が
、
さ
が
ほ
の
か
に
比

べ
栽
培
が
難
し
く
、
収
量
は
あ
ま

り
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
名
前
の
と
お
り
鹿
児
島

県
で
育
成
さ
れ
た
品
種
で
す
。

出
荷
先
等

　
自
宅
等
で
パ
ッ
ク
詰
め
後
、
北

さ
つ
ま
農
協
佐
志
野
菜
集
荷
場
に

集
荷
さ
れ
、
保
冷
後
鹿
児
島
市
中

央
卸
売
市
場
（
約
５１
％
）
、
名
古

屋
（
約
３７
％
）
・
大
阪
（
約
１２

％
）
方
面
の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま

す
。

栄
養
等

　
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
が
豊
富
で
、

風
邪
予
防
や
美
肌
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
血
を
作
る
ビ
タ
ミ
ン
と

い
わ
れ
て
い
る
「
葉
酸
」
も
豊
富

に
含
ま
れ
る
の
で
、
貧
血
予
防
に

も
効
果
的
で
あ
り
、
血
糖
値
の
上

昇
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を

抑
制
す
る
食
物
繊
維
の
「
ペ
ク
チ

ン
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
存
方
法
等

　
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
、
ラ
ッ
プ

又
は
ビ
ニ
ー
ル
で
包
装
し
、
冷
蔵

庫
の
野
菜
室
で
保
存
し
ま
す
。
水

洗
い
を
す
る
と
果
皮
が
弱
る
の
で
、

食
べ
る
直
前
に
洗
い
ま
す
。

　
ま
た
、
洗
う
場
合
は
、
ヘ
タ
を

取
っ
て
か
ら
洗
う
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
流
れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
洗
い

ま
し
ょ
う
。
今
が
い
ち
ご
の
旬
で

す
の
で
、
「
さ
つ
ま
の
い
ち
ご
」

を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
政
課
　
農
産
園
芸
係

　
　
　
　
（
内
線
２
４
２
４
）

土
耕
栽
培
の
圃
場

▲

高
設
栽
培
の
圃
場

▲

　働き盛りの方は、仕事第一で、自分の健康のことは後回しにしがちです。

　身体が疲れているにもかかわらず、最近よく眠れないということはありませんか？

　不眠は、身体にもこころにも、さまざまな悪影響を及ぼします。

こんな状態はありませんか？

疲れているのに、特に休日も含めて眠れない日が２週間

以上続いている。

眠れないとは・・・

・寝つきが悪い（眠るまでに３０分～１時間以上かかる）

・夜中に何回も目が覚める

・朝早く目覚めてしまう

・ぐっすり寝たという感じがしない

睡眠チェック それは、「うつ病」の
サインかもしれません。

　うつ病の症状は、気分の落ち込みなど精神的な症状だけでなく、睡眠障害や食欲低下、頭痛、肩こりなど
の身体症状としてあらわれる場合もあります。他の病気と同様、うつ病も早期発見・早期治療が大切です。
身体やこころの不調を感じたら「自然に治るだろう」と放っておかないことも大切です。まず、「眠れてま
すか？」の一言から、身近な方へ声かけをしてください。

２週間以上続く不眠は、お医

者さんにご相談ください。

■広告掲載料　　～広告を掲載しませんか？広告主大募集！～

・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）

・町公用封筒（定型封筒長型３号）１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）

■詳しくは町ホームページをご覧ください。http://www.satsuma-net.jp/

紫
尾
山
の
七
変
化

随
想
の
紹
介

　
１
月
26
日
、
朝
７
時
15
分
い
つ
も
の
立
哨
の
場
所
か
ら
遠

く
に
見
え
る
紫
尾
山
に
朝
日
が
映
え
、
い
つ
も
は
緑
の
筈
が

あ
か
ね
色
に
輝
き
、
30
分
後
に
は
白
銀
に
変
わ
り
、
や
が
て

茶
色
に
、
そ
し
て
紫
に
な
り
、
お
昼
ご
ろ
に
は
雪
も
解
け
、

い
つ
も
の
紫
尾
山
に
戻
っ
た
。

　
正
に
群
青
の
晴
天
、
空
の
青
さ
と
山
の
緑
が
朝
の
変
化
も

知
ら
ぬ
げ
に
、
そ
こ
に
至
っ
た
。

　
あ
の
一
瞬
は
、
梅
原
龍
三
郎
画
伯
の
赤
富
士
を
思
わ
せ
、

70
年
余
り
見
馴
れ
た
山
の
初
め
て
見
る
宇
宙
シ
ョ
ー
に
唯
々

感
激
し
た
朝
で
し
た
。

　
そ
れ
も
こ
れ
も
、
健
康
で
毎
朝
立
哨
で
き
て
る
お
か
げ
さ

ま
、
と
感
謝
す
る
こ
と
で
し
た
。
　
　
　
さ
つ
ま
町
旭
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ツ
木
　
悦
男

　
１
月
26
日
、
朝
７
時
15
分
い
つ
も
の
立
哨
の
場
所
か
ら
遠

く
に
見
え
る
紫
尾
山
に
朝
日
が
映
え
、
い
つ
も
は
緑
の
筈
が

あ
か
ね
色
に
輝
き
、
30
分
後
に
は
白
銀
に
変
わ
り
、
や
が
て

茶
色
に
、
そ
し
て
紫
に
な
り
、
お
昼
ご
ろ
に
は
雪
も
解
け
、

い
つ
も
の
紫
尾
山
に
戻
っ
た
。

　
正
に
群
青
の
晴
天
、
空
の
青
さ
と
山
の
緑
が
朝
の
変
化
も

知
ら
ぬ
げ
に
、
そ
こ
に
至
っ
た
。

　
あ
の
一
瞬
は
、
梅
原
龍
三
郎
画
伯
の
赤
富
士
を
思
わ
せ
、

70
年
余
り
見
馴
れ
た
山
の
初
め
て
見
る
宇
宙
シ
ョ
ー
に
唯
々

感
激
し
た
朝
で
し
た
。

　
そ
れ
も
こ
れ
も
、
健
康
で
毎
朝
立
哨
で
き
て
る
お
か
げ
さ

ま
、
と
感
謝
す
る
こ
と
で
し
た
。
　
　
　
さ
つ
ま
町
旭
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ツ
木
　
悦
男

あなたの睡眠、大丈夫？　～睡眠は健康のバロメーター～

　
町
民
の
方
か
ら
寄
稿
の
あ
り
ま
し
た
、
随
想
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
で
審
査
後
に
実
名
に
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
１
４
）
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町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

No．５さつま町よかとこファイル

町
民
の
森

　
　
　
十
文
字
ケ
丘

　
町
民
の
森
十
文
字
ケ
丘

は
、
国
道
５
０
４
号
佐
志

交
差
点
か
ら
旧
鶴
田
駅
へ

至
る
町
道
（
佐
志
鶴
田
駅

線
）
か
ら
、
５
０
０
ｍ
程

入
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。

　
以
前
か
ら
町
民
の
森
と

し
て
、
小
学
校
の
お
別
れ

遠
足
や
、
新
年
の
初
日
の

出
を
見
る
会
の
場
所
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
す

ば
ら
し
く
、
市
街
地
や
川

内
川
を
眼
下
に
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
16
年
か
ら
は
、
桜

と
モ
ミ
ジ
の
名
所
に
し
よ

う
と
、
佐
志
区
に
よ
り
苗

木
の
植
栽
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
現
在
は
区
民
が
交
代
で
、

年
３
回
の
除
草
作
業
等
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
に
は
、

佐
志
小
学
校
の
卒
業
生
で

80
歳
に
な
ら
れ
た
方
々
が

傘
寿
を
記
念
し
て
、
ケ
ヤ

キ
と
陽
江
桜
を
植
栽
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
だ
木
も
小
さ
く
、
今

後
も
管
理
が
必
要
で
す
が
、

近
い
将
来
、
桜
・
モ
ミ
ジ

の
名
所
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

議
会
事
務
局
　
議
事
係 

垣
内
　
浩
隆

議
会
運
営
事
務
に
関
す
る

担
当
を
し
て
い
ま
す
。

《今月の現場写真》

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　土木建築課 道路建設第２係 
　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

～ 激特事業　荒瀬地区 ～

※町道嵩上げ：宅地に取り付く町道荒瀬川添線の嵩上げ工事も実施しています。（さつま町役場　建設課）

着工前（平成23年10月）

①対岸より望む

②近景より望む ②近景より望む

①対岸より望む

着工後（平成24年２月）

－
毎月納付（納付書による現金納付
及び翌月末振替の口座振替）

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替）

６か月前納（現金納付）

平成２４年度

６か月前納（口座振替）

１年前納（現金納付）

１年前納（口座振替）

保険料額

１か月分

割引額 保険料額

６か月分

割引額 保険料額

１年度分

割引額

14,980円

14,930円 50円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

89,880円

89,580円 300円

730円

－

89,150円

88,860円 1,020円

179,760円

179,160円 600円

1,460円
(730円×２回)

(1,020円×２回)

178,300円

177,720円 2,040円

3,190円176,570円

175,990円 3,770円

場所：さつま町荒瀬地区

　平成23年10月より荒瀬地区の宅地の嵩上げ工事を行っています。平成24年２月現在、嵩上げ工事はほぼ完

了しており、整地等を行い、３月中旬頃の完了を予定しています。

かさあ
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川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成24年２月10日現在)

≪激特事業関連工事　計２件≫

①荒瀬地区

　・築堤護岸工事

③虎居地区

　・築堤護岸工事

　　　　　　　　　　　　　　　　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計５件≫

⑥神子地区

　・施設改造工事

　・上流仮締切工事

　・工事用道路関連工事

　・護岸工事

⑤鶴田地区

　・工事用道路関連工事

【北薩地域振興局関連工事】

　　　　　　(平成24年２月６日現在)

②山崎地区

　・護岸、築堤工事(５件)

　・山崎橋工事(１件)

④虎居、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(３件)

　・宮之城橋工事(２件)

１

２

鶴田ダム
６

４

５

３

平成21年撮影（施工前航空写真）平成21年撮影（施工前航空写真）

施工区域
【荒瀬区域】

川内川

①①

②②

●
年
金
相
談

　
（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

　
年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す
の

で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び
質

問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
３
月
１９
日
（
月
）
ま
で
に

相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
配
偶

者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎
年
金

番
号
・
相
談
内
容
等
を
役
場
鶴

田
支
所
町
民
係
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認
（
ご

予
約
）
く
だ
さ
い
。
予
約
し
た
１０

分
前
に
は
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係
書

類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
印

鑑
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書
類

を
事
前
に
川
内
年
金
事
務
所
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
免

許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

○
相
談
日
時

　
平
成
２４
年
３
月
２７
日
（
火
）

　
９
時
４０
分
か
ら
１５
時
ま
で

○
相
談
会
場

　
鶴
田
中
央
公
民
館

○
申
込
期
日

　
３
月
１９
日
（
月
）
ま
で

○
申
込
先
　
鶴
田
支
所
　
町
民
係

　
　
　
　
（
内
線
４
１
１
２
）

●
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

●
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

●
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
４
，
９
８
０
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
方
法
に
よ
っ
て
、
お

得
な
割
引
料
金
も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎口座振替申込書に必要事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、年金事務所にお申し込みされるか、
ご郵送ください。また、金融機関窓口にご提出いただいても結構です。

◎前納のお申し込みは、①１年度分及び上期６か月分（４月分～９月分）は、２月末までに、また、②
下期６か月分（１０月分～翌年３月分）は、８月末までに、川内年金事務所に必着となるようにお申
し込みください。

◎すでに口座振替で前納されている方（引き続き第１号被保険者である方）は、毎年申し込みしていた
だく必要はありません。
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健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
４

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
４
４

町長交際費執行状況

(１月分)

町
長
コ
ラ
ム

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
の
窓

口
は
役
場
町
民
課
（
本
庁
）
に
な
り

ま
す
。

　
町
内
の
方
は
、
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト

窓
口
を
原
則
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
町
民
課
　
町
民
係

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

　
　
　
役
場
町
民
課
へ

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱
用

　
防
止
強
調
月
間

　
（
３
月
11
日
～
４
月
10
日
）

　
鹿
児
島
県
で
は
、
シ
ン
ナ

ー
・
接
着
剤
等
の
乱
用
に
伴
う

心
身
へ
の
弊
害
や
悲
惨
な
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
毎

年
３
月
１１
日
か
ら
４
月
１０
日
ま

で
を
「
シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等

乱
用
防
止
強
調
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
者
は
、

身
体
や
精
神
を
む
し
ば
ま
れ
、

幻
覚
や
知
覚
異
常
を
起
こ
し
、

凶
悪
事
件
を
引
き
起
こ
す
な
ど

社
会
に
与
え
る
影
響
も
極
め
て

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
シ
ン
ナ
ー
等

の
薬
物
乱
用
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
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がんばれ 認定農業者!!　シリーズ70

　楠元伸一さんは、平成23年７月に認定農業者として

認定されました。

　就農する前は鹿屋市で製造業に従事されていました。

　現在は、両親が経営されている、トマトと水稲のう

ちトマト部門を引継ぎ経営されています。

「昨年就農したばかりで色々勉強中ですが、まだ経営

全体をよく把握できていないので、把握に努めたい」

と話されます。

　また「良質なトマトを作ることはもちろんですが、

コスト削減を目指し“経営のプロ”になりたい」と抱

負を話してくださいました。

町長の動静 （平成24年１月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

楠 元 伸 一さん 38歳

く す も と し ん い ち

さつま町中津川
●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
３
・
４
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
７
生
）
健
診

　
３
月
２１
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
21
．
１
生
）
健
診

　
３
月
２８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
健
や
か
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
22
．
３
生
）

　
４
月
５
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
21
．
９
生
）
健
診

　
４
月
５
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
４
月
６
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
11
生
）
健
診

　
４
月
１１
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
３
月
２６
日
（
月
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー
）
　

　
４
月
９
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
３
月
２１
日
（
水
）

　
３
月
２８
日
（
水
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー
）
　

　
４
月
５
日
（
木
）
　

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　
４
月
３
日
（
火
）

　
４
月
１０
日
（
火
）

　
４
月
１７
日
（
火
）

　
４
月
２４
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
屋
地
楽
習
館
）

■
え
ほ
ん
の
森

　
乳
幼
児
身
長
・
体
重
測
定

　
４
月
１３
日
（
金
）

　
４
月
２０
日
（
金
）

　
４
月
２７
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
え
ほ
ん
の
森
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
さ
わ
や
か
新
春
の
コ
ー
ス

　
３
月
１１
日
（
日
）
午
前
８
時

　
宮
之
城
総
合
体
育
館
出
発

■
さ
く
ら
並
木
コ
ー
ス

　
３
月
２４
日
（
土
）
午
前
８
時

　
久
富
木
区
公
民
館
出
発

○救　急

◆出動件数　  111件

　運んだ人  　103人

◆内 訳

　急　病 　63件 58人

　交通事故  5件  5人

　その他　 43件 40人

○火　災
◆発生件数　2件
◆内 訳
　建　物　　1件
　その他　　1件

１
月
の
火
災
・
救
急
情
報

性別

めす 412 213,796,000 1,066,000 518,922 279

302

291

454,615

485,555

708,000

1,066,000

204,122,000

418,548,000

449

862

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

２月子牛せり市結果　期日：２月６日(月)～７日（火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対１月分）

79,653円高値

9,303円安値

―240630,000630,000630,0001おす

　33,491円高値

１
月
１
日

　
　
４
日

　
　
５
日

　
　
６
日

　
　
８
日

　
　
10
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

　
　
31
日

（
日
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

新
春
泳
ぎ
初
め
式
（
川
内
川
　
川
原
河
川
敷
）

仕
事
始
め
式
（
本
庁
・
両
支
所
）
▽
町
成
人
式
　
▽
町
内
官
公
署
等
訪
問
（
年
始
挨
拶
）

県
北
薩
地
域
振
興
局
管
内
官
公
署
訪
問
（
年
始
挨
拶
）

知
事
ほ
か
県
庁
幹
部
等
訪
問
（
年
始
挨
拶
ほ
か
）
▽
子
牛
せ
り
市
　
▽
職
員
等
新
年
会

町
消
防
団
消
防
出
初
式
～
佐
志
・
虎
居
・
時
吉
出
初
祝
賀
会

町
内
企
業
訪
問
（
18
社
）

町
内
企
業
訪
問
（
７
社
）

３
役
調
整
会
議
　
▽
電
子
入
札

西
回
り
自
動
車
道
・
北
薩
空
港
幹
線
道
路
・
国
道
328

号
・
河
川
整
備
要
望
会
（
福
岡
市
　
九
州
整
備
局
）

さ
つ
ま
町
区
公
民
館
対
応
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

鹿
児
島
県
市
町
村
行
財
政
委
員
会
行
政
視
察
（
大
分
県
日
田
市
）
～
17
日

町
内
企
業
訪
問
（
３
社
）
▽
統
計
調
査
総
務
大
臣
表
彰
伝
達
（
前
囿
義
広
氏
）

地
域
道
路
行
政
に
関
す
る
九
州
地
方
整
備
局
関
係
者
と
の
意
見
交
換

庁
議
（
町
民
表
彰
選
考
）
▽
町
有
施
設
公
売
会
　
▽
商
工
会
初
春
の
集
い

新
春
の
集
い
（
国
政
報
告
会 

出
水
市
）

市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
合
せ
会
・
県
庁
訪
問
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
区
た
ば
こ
播
種
会
（
伊
佐
市
）
▽
南
国
交
通
社
長
と
の
協
議

道
路
安
全
施
設
（
信
号
機
）
設
置
要
望
（
さ
つ
ま
警
察
署
）
▽
電
子
入
札

当
初
予
算
町
長
査
定

当
初
予
算
町
長
査
定
　
▽
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
北
薩
地
区
振
興
大
会

入
札
　
▽
お
に
ぎ
り
持
参
学
校
給
食
会

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
大
会
結
団
式
及
び
出
発
式
（
薩
摩
川
内
市
）

町
女
性
大
会
　
▽
み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ

水
源
林
造
林
協
議
会
要
望
会
（
福
岡
市
　
九
州
整
備
局
）

薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
と
の
意
見
交
換
会

・１月13日 4,823円
河川激特事業等要望時

・１月26日 5,000円
鹿児島市さつま会時

・１月13日 4,770円
自衛消防隊消防出初め式時

・１月31日 6,000円
郡歯科医師会との意見交換
会時

・１月17日 4,763円
青果物産地研修交流時

ひと・自然　元気かがやくひと・自然　元気かがやく

　
私
達
の
町
は
古
来
か
ら
交
通
の

要
衡
と
い
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
国
道
が
３
本
市
街
地
を
交
差
し
、

東
西
南
北
近
隣
の
町
に
行
く
に
も

そ
ん
な
に
時
間
的
距
離
を
感
じ
な

い
。
そ
し
て
県
道
、
町
道
、
広
域

の
農
道
も
網
の
目
の
よ
う
に
走
り
、

車
社
会
に
対
応
し
た
整
備
が
年
々

進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
地
域
高
規
格
道
路

の
北
薩
空
港
幹
線
道
路
が
県
の
重

点
路
線
に
位
置
付
け
さ
れ
、
着
実

な
整
備
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
14
日
、
新
た
に
薩
摩
道
路

の
さ
つ
ま
観
音
滝
IC
か
ら
さ
つ
ま

広
橋
IC
間
２
．
５
㎞
が
開
通
し
、

空
港
へ
の
時
間
短
縮
が
一
層
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
道
路
は
、
安
全
で
快
適
な
交
通

環
境
と
と
も
に
、
人
々
の
交
流
や

物
資
の
流
通
な
ど
地
域
の
経
済
、

観
光
、
文
化
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
後
、
広
瀬
道
路
６
㎞
の
整
備

や
泊
野
道
路
の
整
備
を
期
成
会
々

長
と
し
て
４
市
２
町
と
相
提
携
し
、

全
線
70
㎞
の
早
期
完
成
に
向
け
努

力
し
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
、
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
と
連
結
し

た
一
大
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
、
さ
つ
ま
町
が
そ
の
ハ
ブ
的
な

存
在
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
う
し
ょ
う



1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２３年３月１日生

ちゃん

も も かみ の わ

箕輪桃香

求名町 公民会

両親から一言

が

ん

ば

れ

！

ス

ポ

ー

ッ

少

年

団

⑧

父　孝太朗　さん
母　しおり　さん

これからも

可愛いく元気に育ってね！

平成２３年３月１日生

ちゃん

あおいい の う え

井上  葵

京塚原 公民会

父　　章　　さん
母　真　紀　さん

元気で

優しい子に育ってね！

両親から一言

毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は

　
　
　
「
家
庭
の
日
」

さつまの日

宮之城歴史資料センターミニ企画展
「浮世絵でみる江戸時代の暮らしと風景」開催中！

　宮之城歴史資料センターでは、ミニ企画展「浮世絵でみる江戸時代の暮ら

しと風景」を、３月１日（木）から４月８日（日）まで開催中です。

　宮之城歴史資料センターに収蔵されている浮世絵(復刻版：当時の顔料と

技法を用いたもの)を展示し、江戸時代の生活の様子を紹介します。

　安藤広重の「六十余州名所図会」、葛飾北斎の「富嶽三十六景」などの風

景画や、東洲斎写楽の役者絵などを中心に展示します。

　入館時間は、午前９時から午後４時３０分までです。ぜひご来場ください。

（毎週月曜日は休館日です。）

葛飾北斎「富嶽三十六景」　東洲斎写楽
「三世大谷鬼次の奴江戸兵衛」

※お問い合わせ・連絡先：宮之城歴史資料センター　℡ 52－3340

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
９
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
37
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

18広報さつま19 広報さつま

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

中津川サッカースポーツ少年団

　
中
津
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
歴

史
は
古
く
、
創
立
３４
年
に
な
り
ま
す
。

　
創
立
当
初
は
県
大
会
で
優
勝
し
た
実
績
も

あ
り
ま
す
。

　
団
員
は
全
て
中
津
川
小
学
校
の
児
童
で
構

成
さ
れ
、
６
年
生
２
人
、
５
年
生
２
人
、
４

年
生
３
人
、
３
年
生
１
人
、
２
年
生
２
人
の

計
１０
人
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
代
表
指
導
者
で
監
督
の
米
森
聖
司
さ
ん

（
４０
）
は
、
コ
ー
チ
時
代
も
含
め
る
と
指
導

さ
れ
て
２０
年
に
な
り
ま
す
。

　
米
森
さ
ん
は
、
「
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
環

境
に
感
謝
、
ス
パ
イ
ク
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

与
え
て
く
れ
る
親
に
感
謝
、
い
つ
も
見
守
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
へ
感
謝
、

自
分
が
や
り
た
い
か
ら
で
き
る
の
で
は
な
く
、

周
囲
の
協
力
や
応
援
が
あ
る
か
ら
こ
そ
少
年

団
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
の
サ

ッ
カ
ー
を
精
一
杯
プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
恩
返

し
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
指
導
を
し
て
い
ま

す
」
と
方
針
を
話
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
中
津
川
地
区
で
の
少
年
団
活
動

を
維
持
す
る
こ
と
は
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
二
つ
の

少
年
団
が
解
団
し
、
現
在
中
津
川
に
は
一
つ

の
少
年
団
し
か
な
く
、
子
ど
も
達
が
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
し
た
。
し
か
し
、
地
域
・
Ｏ
Ｂ
の
方

々
の
協
力
で
少
人
数
で
す
が
楽
し
く
や
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
。
少
年
団
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
地

域
・
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
り
た
い
」
と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
津
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
キ

ャ
プ
テ
ン
で
中
津
川
小
学
校
６
年
の
若
松
恒

助
く
ん
は
、
「
ぼ
く
は
３
年
生
か
ら
入
団
し

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
の
は
大
変

だ
け
ど
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

に
進
学
し
て
も
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

創
立
34
年
の
歴
史

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
を
念
頭
に
指
導
！

中
学
校
に
進
学
し
て
も

　
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
た
い
！

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場
　
上
之
原
純
夫

葛
　
原
　
宗
一
郎
　
　
　
佑
　
生
　
下
平
川

内
　
山
　
聖
　
徠
　
　
　
貴
　
博
　
観
月
台

内
　
山
　
聖
　
那
　
　
　
貴
　
博
　
観
月
台

宮
　
里
　
海
　
希
　
　
　
龍
　
馬
　
西
町

平
　
　
　
亜
衣
琉
　
　
　
祥
　
治
　
東
町

谷
　
口
　
麗
　
愛
　
　
　
浩
一
郎
　
轟
原

池
　
山
　
歩
　
希
　
　
　
優
　
樹
　
吉
川

最
　
上
　
由
依
菜
　
　
　
健
二
郎
　
西
湯
田
原

栗
　
野
　
汐
　
里
　
　
　
洋
　
行
　
湯
田
原

男男男女 女女女女女

く

ず

は

ら

そ
う
い
ち
ろ
う

う

ち

や

ま

せ

ら

う

ち

や

ま

せ

な

み

や

ざ

と

み

き

た

に

ぐ

ち

り

あ

ん

い

け

や

ま

ほ

ま

れ

も

が

み

ゆ

い

な

く

り

の

し

お

り

ひ
ら

あ

い

る

広報さつま２月号23ページの

「おくやみ申し上げます」コ

ーナーの記載事項に下記のよ

うな誤りがありました。訂正

してお詫びいたします。

　　　　記

【なくなった人】

　誤：戸越トクさん

　　　↓

　正：外越トクさん　

◆お詫びと訂正◆

野
元
　
成
幸
　
87
　
ほ
の
ぼ
の
苑

村
田
美
代
子
　
90
　
櫃
ヶ
迫

折
小
野
省
三
　
75
　
折
小
野

上
床
　
ユ
キ
　
85
　
時
吉
中
城

宮
之
原
　
悟
　
89
　
山
神

　
治
野
　
保
　
98
　
轟
原

村
岡
　
　
司
　
76
　
新
町

加
木
須
美
子
　
82
　
上
平
川

上
井
　
一
光
　
88
　
搦

稻
留
　
一
馬
　
93
　
山
崎
上

山
本
カ
ツ
子
　
89
　
湯
田
下

上
之
原
　
弘
　
86
　
種
子
田

内
之
倉
幸
治
　
88
　
木
渋

小
永
田
ヤ
ス
　
90
　
下
手

松
﨑
　
盛
綱
　
93
　
船
木
西

本
田
　
　
昌
　
80
　
上
向
中

松
﨑
ス
ミ
エ
　
86
　
紫
尾
上

山
下
　
恙
子
　
79
　
戸
子
田

宇
都
　
智
博
　
84
　
仕
明

岩
井
　
道
男
　
87
　
城
之
口

　
永
　
誠
也
　
78
　
柊
野
中
間
下

植
囿
　
　
道
　
80
　
東
町

　
　
　
三
郎
　
97
　
虎
居
大
角

迫
　
　
末
治
　
95
　
轟
原

松
永
セ
ツ
子
　
60
　
東
町

猿
渡
フ
ヂ
エ
　
88
　
轟
原

小
嶋
　
好
德
　
95
　
海
老
川

富
永
　
克
己
　
90
　
二
渡

下
屋
敷
孝
亀
　
74
　
柊
野
上
向
江

飯
田
　
　
勲
　
92
　
須
杭

上
之
原
　
充
　
72
　
下
京
塚
原

栗
山
　
哲
治
　
75
　
浅
井
野

谷
口
　
成
寛
　
66
　
上
狩
宿

本
田
　
文
孝
　
77
　
東
町

永
野
ヨ
ネ
子
　
87
　
五
日
町

蕨
野
　
フ
ミ
　
101
　
戸
子
田

郷
之
原
薩
男
　
84
　
小
路
下
手



人人
夢夢

広
報
さ
つ
ま
３
月
号

№
84

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

〔
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〕

h
ttp
://w

w
w
.satsu

m
a- n
e
t.jp

so
- h
o
se
i@
satsu
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　４日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

１１日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１８日　うさぎ薬局　　　５２－４１１６

２０日　ドレミ薬局　　　２１－４５７５

２５日　ウチ薬局　　　　５３－００６３

　１日　ヘルシー薬局　　２１－３７３９

　８日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,731人（- 27人） 

　男　　10,996人（- 21人）

　女　　12,735人（-  6人）

    世帯数　9,936世帯

 転入    28人　転出   29人

 出生　  14人　死亡   40人

 （平成24年２月１日現在）

     （　）は前月対比

　４日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

１１日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１８日　宮之城病院　　　　　５３－０１８０

２０日　さつまクリニック　　５７－００２０

２５日　林田内科　　　　　　５３－１１７７

　１日　溝口整形外科　　　　５２－４６６８

　８日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

や ま ぐ ち り ゅ う た

山 口 竜 汰 くん

両親を甲子園に連れて行きたい！
ぼくは、求名ソフトボールスポーツ少年団に所属しています。今、

鹿児島県チビッコソフトボール大会に向けて、初戦突破を目標に

練習をがんばっています。ぼくの夢は、母や父を甲子園に連れて

行くことです。夏の高校野球大会に出場し、自分が活躍する姿を

見てもらいたいです。そのために、中学校で野球部に入り、これ

まで以上に練習をして、強豪校といわれる高校に入学したいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

３　月

４　月

３　月

４　月

求名小学校６年
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